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We analyzed the results of typing tests (typing speed and accuracy tests) administered annually
for 11 years to second-year students of the Department of Radiological Technology at Kawasaki
College of Allied Health Professions, and discussed changes in their typing skills over these years.
Their typing skills have shown a gradual improvement since the first year of the test. Particularly,
there was a sharp rise between 2007 and 2009, but a significant decline in 2014. A similar pattern was
revealed in another study. We also found a gender difference: female students showed a higher level
in typing skills than male counterparts, especially between 2004 and 2012, although the difference
was very small in 2013. From the result, we inferred that the students’ typing ability had improved
over 10 years because of the spread of computers. However, with the spread of smartphones among
teenagers, typing ability has begun to decline. In order to ensure students’ typing proficiency, it is
necessary to develop information literacy education by considering changes in their life-patterns and
learning environment.

























































































年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度



































年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
人数 47 58 43 56 49 50 59 60 56 64 55
Ｆ値
平均値 0.194 0.191 0.202 0.217 0.245 0.273 0.266 0.280 0.278 0.296 0.250
標準偏差 0.061 0.062 0.061 0.070 0.081 0.077 0.074 0.079 0.083 0.095 0.086
適合率
平均値 0.980 0.983 0.985 0.988 0.986 0.987 0.985 0.986 0.983 0.984 0.988
標準偏差 0.019 0.035 0.015 0.012 0.011 0.013 0.013 0.011 0.020 0.014 0.013
再現率
平均値 0.109 0.107 0.114 0.124 0.143 0.161 0.156 0.166 0.165 0.178 0.146

























































































年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
全体
人数 47 58 43 56 49 50 59 60 56 64 55
平均値 0.194 0.191 0.197 0.217 0.245 0.273 0.266 0.280 0.278 0.296 0.250
標準偏差 0.061 0.062 0.067 0.070 0.081 0.075 0.074 0.079 0.083 0.095 0.086
男
人数 21 35 21 32 29 18 36 29 31 24 32
平均値 0.184 0.183 0.191 0.201 0.230 0.232 0.247 0.252 0.252 0.294 0.251
標準偏差 0.062 0.059 0.061 0.062 0.078 0.055 0.069 0.061 0.066 0.104 0.084
女
人数 26 23 22 24 20 32 23 31 25 40 23
平均値 0.203 0.205 0.213 0.238 0.268 0.295 0.296 0.305 0.309 0.298 0.249
標準偏差 0.060 0.064 0.060 0.076 0.082 0.079 0.074 0.087 0.091 0.090 0.091
図４ 男女別推移（Ｆ値)
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図５ Ｆ値ヒストグラム（2004年-2014年)
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を使用できる環境が整っていることがあげられ
る。また，2003年からの高等学校の課程および
中等教育学校の後期課程における「情報」関係
教科の実施により，中学・高校教育の中に情報
リテラシー教育が組み込まれたことも原因のひ
とつとして考えられる。なお，今回のタイピン
グ対象者は，2007年から高等学校において「情
報」を受講している割合が大きくなっており，
データを見る限りでは2007年から徐々にＦ値平
均値が上昇し，2008年から2009年にかけて大幅
な上昇がみられ，全体的なタイピング能力が向
上しているといえる。さらに，特に近年の大学
初年次においては，リテラシー教育の授業以外
にも，各授業でのレポート作成やLMSの使用な
ど，パソコンを操作したり，タイピングを行っ
たりする機会がますます増えてきており，タイ
ピング育成で重要な成長要素といえる「慣れ」
の場が多く用意されていることが，能力の向上
につながっているのではないかと考える。ま
た，2014年にタイピングの指標，特に再現率が
減少した原因として，図１であげたようにス
マートフォンやタブレット型端末の流行によっ
て，青少年のキーボード離れが進んだためでは
ないかと考えられる。
また，2004年から2012年にかけて，男女間で
タイピング能力に若干の差が生じていたことも
明らかとなった。総務省情報通信政策研究所の
「青少年のインターネット利用と依存傾向に関
する調査（2013)7)」によると，青少年が利用す
るサービス，アプリの傾向として男性はネット
動画やMobage，GREEなどのオンラインゲー
ムを多用する傾向があるのに対し，女性はツ
イッターやLINE，Facebook，mixiと言った文
章を入力するソーシャルメディアを多用する傾
向が見えるという報告があり，性別によって普
段使用するソフトウェアの傾向が異なることが
原因のひとつではないかと考える。しかし，
2013年以降は男女差がなくなってきており，
ちょうどこの時期から青少年の入力デバイスが
従来のキーボード入力から，スマートフォンや
タブレット型端末のようなフリック入力に切り
替わったことで，近年の男女のキーボード入力
の差が縮まってきているとも考えられる。
ここで，大学生全般の傾向を考察するために
本調査と松山ら8)が椙山女学園大学において
行った調査との比較検討を行う。松山らの調査
には本調査と複数の類似点があるため，比較対
象に選んだ。まず，特定の１学科についての推
移調査であり，2002年から2014年の13年間の推
移調査で，本調査とほぼ同じ時期である。さら
に年度ごとの調査人数が本調査と近い（年次平
均調査人数は本学が54，椙山女学園大学が70）
ためである。ただし，調査対象の学部（学科）
の特色が異なる（本調査が放射線技術科に対し，
椙山女学園大学の調査は文化情報学部〈文化情
報学科，メディア情報学科〉を対象としている）
こと，対象者の年次が異なる（本調査が2年次生
を対象としているのに対し，椙山女学園大学の
調査は初年次生を対象としている）こと，タイ
ピング測定方法としてタイピング速度を指標に
しているという違いがある。図６に椙山女学園
大学と本学のタイピング測定結果の年次推移を
示す。椙山女学園大学との比較のため，両大学
の対象年次を併せたものを表示している。ま
た，本学のタイピング結果は入力速度を指標化
した「再現率」のみを採用した。傾向として椙
山女学園大学が調査を開始した2002年が49.1
（字数／分）で，ピークの2012年には97.5（字数
／分）と，年次を追って能力の向上が見られて
いる点では本調査と同じである。また，2012年
をピークにタイピング速度の下降が見られる
が，本学でも2013年が再現率0.178でピークを
むかえ，2014年に再現率0.146に下降するとい
う結果が得られている。対象学生の年次の違い
を考慮に入れると，この点でも同じ傾向といえ
る。この現象の一因として松山はスマートフォ
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ンの普及と，高等学校までの情報教育の教育内
容の変化を考察としてあげている。なお，椙山
女学園大学では，2005年の67.4（字数／分）か
ら2006年に89.0（字数／分）という突出した上
昇が見られており，この原因を，小・中・高等
学校での情報教育や家庭環境によって，キー
ボードの配置をある程度覚えている学生が増え
たことではないかとの考察がなされている。な
お，ここまでの大幅な上昇はこの年のみで，
2007年には71.3（字数／分）と下降しているが，
このことについての説明はなされていない。
11年間のタイピング能力の推移を分析した結
果，上昇し続けたタイピング能力も2013年を
ピークに近年はやや下降していることがわかっ
た。昨今，情報リテラシー能力は重要性を増し，
情報リテラシーという言葉の意味もタイピング
や画面操作およびソフトウェア操作などの技術
的な能力習得以外にも，情報マナーや情報モラ
ルといった道徳，倫理的な知識の習得も含まれ
るようになってきており，これまでと同じ授業
時間ではタイピング練習に費やす時間も相対的
に減少せざるを得なくなっている。また，タイ
ピング経験のない大学生が大学でタイピングを
習得していた時代から，フリック入力とタイピ
ング入力の両方を体験して入学する時代に移り
変わりつつある。2014年の結果や考察の中で挙
げたように，スマートフォンの普及により，大
学入学前だけでなく入学後もキーボードの利用
の機会が少ない学生が増えることが推測され，
それによってタイピング能力が変化することも
十分に考えられる。
しかしながら，速く正確なタイピング能力は，
教育効果の向上および社会に出た後の業務処理
能力の向上のためにも重要である。現在，社会
において業務に関してはフリック入力よりタイ
ピング入力が必要とされることが多い。特に医
療系に焦点を当てるとすれば，業務処理はもち
ろん，在学時の実習段階においても，電子カル
テをはじめとする医療情報ネットワークへの
データ入力や，データの二次・三次利用などの
場面において，タイピング能力は必須となる。
現在，本学ではひとつの情報リテラシー科目
内でコンピュータリテラシー教育と情報モラル
教育を兼ねた授業を行っているが，情報リテラ
シー教育の重要性が上がっていることも鑑み
て，それぞれ別授業として教育時間を確保する
必要がある。また，タイピング教育も，現在は
授業内の一部を利用したタッチタイピングの指
図６ 椙山女学園大学（タイピング速度）と本学（再現率）の推移比較
（椙山女学園大学の数値は「年度による新入生のタイピング力の推移8)」より引用)
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導とインターネットを利用した練習サイトの紹
介などにとどまっているが，今後は苦手な学生
への個別指導や練習用タイピングソフトを充実
させ，授業内外でタイピング練習ができる環境
をさらに整えたりすることで，タイピング能力
向上の機会を創出するべきである。学生を取り
巻く環境が急速に変化する現代においては，今
後も時代に即した情報リテラシー教育の検討を
する必要があるだろう。
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付録 入力測定文章（問題文章）
